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内容：日本の小児・青年期の自殺リスク、「学校に行きたくない」ネットの検索量と関連 

出典：Association Between School-Related Google Trends Search Volume and Suicides Among 

Children and Adolescents in Japan During 2016-2020: Retrospective Observational Study With a 

Time-Series Analysis. 
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自殺は、日本における小児青年期の主な死因となっている。多摩大学の研究者らは、小児青年

期の自殺リスクの検出目的に自殺者数と学校関連のインターネット検索量との関連を調査し、

Journal of Medical Internet Research 誌 2024年 10月 21 日号に報告した。 

2016〜20 年の警視庁より提供された日本の小中高生における自殺企図の週次データと、Google

トレンドから収集した 20の学校関連ワードのインターネット検索量の週次データを用いた。「学校に

行きたくない」「勉強」の検索ワードは、自殺発生率との因果性が認められた。相互相関分析では、

「学校に行きたくない」、「勉強」では有意な正の相関が認められ、自殺者数の増加に伴い検索量

の増加が示唆された。COVID-19パンデミック期間中（2020年 1〜12月）では、「学校に行きたくな

い」の検索傾向は、「勉強」とは異なり、自殺頻度との高い関連性が認められた。 

『学校に行きたくない』のインターネット検索量のモニタリングは、小児および青年期の自殺リスク

の早期発見につながる可能性が示唆された。 
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